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TOKYO DOME GROUP REPORT
東京ドームグループレポート



東京ドームグループは、いつの時代にもほかに先駆けて

さまざまなレジャー施設とサービスを

多くの人々に提供してきました。

今後もレジャー事業の拡大を見据え、

お客様に心から楽しんでいただける

安全・安心な都市型レジャーを追い求め続けることを

社会的な使命ととらえ、レジャー・サービス業の

100年企業として変わることのない「感動共有」と、

次世代の新たな価値を持続的に創出していきます。

安全理念 東京ドームグループは、お客様と「感動」を共有するために、
安全を第一に考え、行動します

安全基本方針
�安全で楽しい施設とサービスの提供を追求し続けます
�安全について私たち自身で基準を設定し遵守します
�安全のための教育訓練に積極的に取り組みます

経営理念 企業目的
私たちは人と�ひと�とのふれあいを通して
お客様と「感動」を共有し
豊かな社会の実現に貢献します

経営方針
∞�新しい価値を創造する活力と豊かな対話を求め�∞
�日々新たな気持ちで仕事に取り組み、前進しよう
�明日のさらなる発展のために、今日の目標を達成しよう
�お客様の声に耳を傾け、誠意をもってお応えしよう
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発行にあたり	 	「東京ドームグループレポート」では、東京ドームグループの事業内容や持続的な企業価値創出に向けた
取り組みなど、東京ドームグループの魅力を集約し掲載しています。あらゆるステークホルダーの皆様が、
本レポートを通じて、当社グループへのご理解を深めていただければ幸いです。
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「感動」を共有し、
持続的に企業価値を創出する
100年企業へ

1988
日本初の全天候型多目的スタジアム
「東京ドーム」が誕生

日本初の全天候型多目的スタジアム「東京ドーム」

が誕生。雨天の心配がなくなったため、スポーツは

もちろんのこと、さまざまなビッグイベントやコンサー

ト会場としての利用が増えました。

1937
後楽園スタジアム�
（野球場）開場

東京の真ん中に「後楽園球場」が誕

生。当時はもちろんのことまだ屋根

のない球場で、プロ野球全８球団の

公式戦が開催されていました。

2023～
東京ドームシティ大規模リニューアル
なにげない日が特別に、特別な日がもっと特別になる。ここにし

かないエンターテインメントシティへ。スポーツ・エンターテインメ

ントを軸とした街としての一体感や滞在快適性、満足度の向上を

目指して、環境整備を進めています。
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長期ビジョン「世界一のエンターテインメントカンパニー」の実現にむけて
「新しい価値を生み、新しい文化を育む、新しい街づくり」を目指し、東京ドームグループのコアコンピタンスを強化・拡張しながら、

時代の変化に合わせてビジネスを進化させ、持続的に「感動体験」を世界に向けて発信・創出してまいります。

イベント事業の再構築による
新たな価値創造へのチャレンジと収益最大化

外部事業の拡大

既存事業のバリューアップ・収益最大化

CX/DX戦略の推進・新規事業による価値創造

組織・人材・経営基盤の強化 長期ビジョンを見据えた投資配分 ESG経営の推進

東京ドームグループの基本戦略・重点施策
基本戦略：長期ビジョンを見据え、スポーツ・エンターテインメント事業を軸とした取り組みの推進
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お客様とここで働くすべてのひとの組織や立場の枠を超えた、多彩なつながり

新しいロゴに込められた想い� �
書体はオリジナルフォントを開発し、ユニークで親しみやすさを感じさせるデザインを採用しました。多種多

様なエンターテインメントを提供する「東京ドームシティ」の多彩な体験価値に呼応して変化する可変性をも

たせ、東京ドームシティに新設したビジョン等のデジタルデバイスにも動的に活用することができます。

カラーが意味する東京ドームシティの目指す姿� �
新たなロゴマークに採用したカラーは、「共生･共存」「多様な価値観の連繋」「持続可能な社会の実現」の理

念を掲げる三井不動産グループの一員として、そのアイデンティティとなる『＆マーク』に採用される赤（グリー

ミングサンレッド）と青（シーサファイアブルー）を使用しながら、東京ドームシティの象徴である東京ドームの

屋根の形状をモチーフに配色しています。

ブランディング活動およびリニューアル計画の詳細は下記公式サイトでも掲載しています。�

https://www.tokyo-dome.co.jp/branding/

ロゴに込められた想い

東京ドームシティのロゴマーク
東京ドームシティの大規模リニューアルに合わせ、2023年3月より新たなロゴマークの使用を開始しました。新たなロゴマークは「多彩な“つながり”と“感動”」を最大限表現し、

来場するお客様にとって東京ドームシティで過ごすひとときが忘れられない感動体験の場になるよう、これからも新しい顧客体験価値の創造を続けていく東京ドームシティの象徴となります。



 

東京メトロ
丸ノ内線・南北線
後楽園駅

都営大江戸線・
三田線 春日駅

外堀通り

東京ドームシティ
アトラクションズ

PRISM HALL

IMM THEATER

後楽園ホールビル

東京ドーム

黄色いビル

Space Travelium TeNQ

FOOD STADIUM TOKYO

芝生広場

東京ドームホテル

バイキングゾーン

JR中央・総武線
水道橋駅

LaQua

MEETS PORT

enXross DAO

都営三田線
水道橋駅

JFA サッカー文化創造拠点
「blue-ing!」
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東京ドームシティの

「心が動く、心に残る。」街づくり
東京ドームで
過去最大規模の
リニューアル 
P08-10

東京ドームホテルに
新コンセプトフロアが誕生 P22

黄色いビル６階に新宇宙体感施設�
「Space�Travelium�TeNQ」開業 P13

黄色いビル２階にエンタメフードホール�
「FOOD�STADIUM�TOKYO」開業 P21

2022年�リニューアル

2023年�リニューアル

2024年�オープン

2024年�オープン

LaQua開業20周年！
過去最大規模のリニューアル� P18-19

2023年�リニューアル

バイキングゾーンが
リニューアル！�
新アトラクションも�
登場！ P15

2024年�リニューアル

JFA�サッカー
文化創造拠点�
「blue-ing!」開業 
P23

2024年�オープン

Web3・XR・AI�に
特化した会員制
コワーキングスペース
「enXross�DAO」が
誕生� P31

吉本興業グループ
による新劇場�
「IMM�THEATER」
開業 P23

2024年�オープン

2025年�オープン
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黄色いビル天井リボンビジョン25ゲート広場L型ビジョン

憩い賑わう空間創出のためのランドスケープの刷新

2023年�リニューアル

訪れるお客様の非日常感の醸成や期待感の高揚、滞在快適性と回遊性の向上等を図り、『街』としての一体感を感じる、より魅力的な空間を目指しています。

新たなランドスケープ計画に基づいた環境整備の一環として、2023年より、東京ドームシティエリア内全域に渡って設置された多
様なサイズ・形状からなる大型 LED ビジョン・モニター群「東京ドームシティビジョンズ」が稼働しております。各駅からのアプロー
チ動線や各広場空間に計60台の特徴的な大型 LED ビジョン・モニターを設置し、東京ドーム等で開催されるイベントとの連動や
映像演出を行っています。その他にも、融合商業施設「LaQua（ラクーア）」のジェットコースター『サンダードルフィン』と連携し
た映像演出など多様な展開を行っています。また、行政と連携し、地域の魅力の発信や、災害時の情報発信により防災・防犯機
能を向上させ、賑わいの形成や社会基盤としての役割も担います。

国内レジャー施設最大規模の個性的な複数の大型�LED�ビジョン・モニター群「東京ドームシティビジョンズ」が本格稼働

パークリボンビジョン

東京ドームシティのロゴマーク・大型ビジョン展開が国内外のデザインアワードで受賞
ロゴマーク刷新におけるコンセプトやビジュアル表現、ならびに大規模リニューアルの一環である「東京ドームシティビジョ
ンズ」新設におけるコンセプトや映像連動システムとそのブランド表現が、国内外のさまざまなデザインアワードにおいて主
要な各賞に選出されました。

アワード

『デジタルサイネージ
アワード2024』（日本）

『D&AD賞』
（ロンドン）

『NY�TDC賞』
（ニューヨーク）

『Award360°』
（中国）

受賞内容 グランプリ D&AD�Pencil�Winners�2024
“Wood�Pencil”（銅賞）

NY�TDC70�WINNERS�“Certificate�of�
Typographic�Excellence”（優秀賞）

Award360°2023�Best�100�“Commercial�
Branding”/“Digital�Media�Design”
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東京ドームグループの

施設紹介
あらゆる世代のお客様に感動を届けるべく

進化を続けてきた東京ドームグループ。

東京ドームシティ事業をはじめ、

多種多様な事業を展開しています。
流通事業・その他の事業

P25

熱海事業

P24

東京ドームシティ事業

P08

©読売巨人軍



東京ドームシティ事業
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東京ドームシティの“顔”とも言える、日本初の全天候型多目的スタジアム。1988
年の開場以来、野球をはじめとするスポーツはもちろんのこと、コンサートや展示
会など年間を通じて多種多様なビッグイベントが開催されています。天候を気にす
ることなく、利用者も来場者も安心して使用できます。
開場 1988年 階数 地下2階～地上6階
面積 建築面積／46,755㎡

グラウンド／13,000㎡
高さ 最高部の高さ／地上 56.19m

グラウンド面からの高さ／61.69m
容積 124万㎥ 収容人数 野球43,500人／コンサート55,000人

全天候型多目的スタジアム

東京ドーム

©読売巨人軍

©読売巨人軍

©Big Brother Recordings



東京ドームシティ事業
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近年は、WBCやMLB開幕戦など世界的な試合の開催により国外からの認知度もさらに向上しており、
東京ドームの稼働率やイベントの開催数は、好調に推移しています。開業から35年以上かけて培ってき
た当社の営業力や自主興行イベントの企画運営ノウハウを活かし、コンサートの開催にとどまらず、ミュー
ジカル／オーケストラ／ゲーム実況／YouTuber／ラジオイベントなど多種多様になっています。東京
ドームシティ内の他施設と連携した取り組みで、東京ドームシティの街全体でシームレスな感動体験を
提供できる点は、イベントプロモーターにも高く評価されています。

エンターテインメントの聖地として
時代の流れとともに進化を続ける
“東京ドーム”のブランド力

0
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60

80

100

2025年度2024年度　2023年度　2022年度　2021年度　

30

96 99 100 97

海外アーティストによる近年のコンサート実績（一部）
OASIS／Lady Gaga／Ed Sheeran／TAYLOR SWIFT／Bruno Mars／BILLY JOEL／QUEEN+ 
ADAM LAMBERT／COLDPLAY／Red Hot Chili Peppers／Maroon 5／BLACKPINK／BTS  etc…

©Big Brother Recordings

Mark Surridge @marksurridge

©ap bank

©Big Brother Recordings

©TAS Rights Management

©吉本興業/東京ドーム

東京ドームのイベント開催日数（※野球興行を除く）



東京ドームシティ事業
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従来の約4.4倍の面積となる国内最大級のメインビジョンの新設や、入場ゲートおよびコンコースのデザイン刷新、多様な観戦スタ
イルに対応できる新たな観客席を設置。ほかにも完全キャッシュレス化や顔認証技術の導入などのDXを行い、新しい観戦体験が
できるスタジアムへと生まれ変わりました。また、世界トップレベルの清潔・安全・快適なスタジアムの実現を目指し、加圧送風シス
テムの活用による場内の換気強化や、混雑緩和のため、女性用トイレや手洗い場の増設、コンコーススペースの拡張を実施しまし
た。そのほかにも、警察庁と連携した自主警備活動やテロ対策、有観客の防災訓練の実施等、さまざまな取り組みを行っています。

2022年　東京ドームで
過去最大規模のリニューアル

多様なニーズに応える快適な観戦空間
高級感あるボックスシートで寛ぎながら観戦ができる「THE 3rd 
PLATINUM BOX」や、リゾートをコンセプトにした半個室のグルー
プ席「MASU CABANA」など観客席を大幅リニューアルし、会場
との一体感ある空間で快適に観戦を楽しめます。また、東京ドー
ム開業より長年にわたり親しまれてきたスイート倶楽部も「THE 
SUITE TOKYO」としてリニューアル。より上質で特別な空間に生
まれ変わりました。

TOKYO�DOME�TOUR
東京ドームについてガイドの説明を受けながらご見学いただけます。個人での
ご参加から、修学旅行や社会科見学など団体の方までどなたでもご参加いた
だけます。
選手がプレイするマウンドまたはブルペンで、ピッチング＆バッティング体験が
できるアスレチックコースや、選手がプレイするグラウンドやベンチ、グループ
シートなどをご案内するスタンダードコースなど、通常ではなかなか入ること
のできないエリアをご案内します。

TOKYO�DOME�GOURMET
野球観戦のもうひとつの楽しみと言えばフードやドリンク。東京ドーム内はグ
ルメなお店が67店舗もあり、ビールのおつまみはもちろん、選手がプロデュー
スしたお弁当や、国際色豊かなメニュー、そして人気のスイーツまで、観戦グル
メがとても充実しています。列に並ばずスムーズに購入するなら東京ドームモ
バイルオーダーがおすすめです。

ジャイアンツの世界に没入できるエキサイティングな空間
各入場ゲートのデザインを一新し、新たなグラフィックデザインを
施しました。ゲートや壁面には、ジャイアンツの歴史を全面に表
現したビジュアルを使用。コンコースには約260台のデジタルサ
イネージ、内野22ゲートと外野25ゲートのエントランスには大型
LEDディスプレーを設置し、お客様がスムーズにジャイアンツの
世界に没入できる空間ヘと生まれ変わりました。
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臨場感と一体感にこだわり抜いた多機能ホール
すべての客席をステージから30ｍ以内に配置することで、会場内の高
い一体感を実現。自在に変わるレイアウトで、講演会や総会をはじめ、
多種多様なイベントに対応します。

「Kanadevia�Hall」開催イベント例

東京ドームシティ事業

©『ヒプノシスマイク -Division Rap Battle-』Rule the Stage製作委員会

女子プロレス初�38年ぶりにワンマッチ興行を開催
2025年2月、1987年1月14日の藤波辰巳vs.木村健吾以来38年ぶりに、
女子プロレスでは初のワンマッチ興行が開催されました。開業60年を超
える後楽園ホールでは、日々新しい格闘技の歴史が刻まれています。

「後楽園ホール」開催イベント例後楽園ホール
“格闘技の聖地” 後楽園ホールは、番組収録や
商品発表会、企業式典でも利用される最大収
容人数約2,000人の多目的ホールです。
開場 1962年
面積 ホール／575㎡

展示会場／171㎡
階数 後楽園ホールビル5階～6階
座席数 1,403席

Kanadevia�Hall
スタンディングで最大3,000人超の収容人数を誇る、都心でも類を見ない多機能ホール。 

臨場感と一体感にこだわった高性能の音響・照明システムを備え、コンサート、ミュージカル、 
映画、格闘技、ビジネスなど多様な用途に対応。常に高い稼働率を維持しています。

開場 2008年
面積 フロア面積／10,000㎡　延床面積／12,300㎡
階数 MEETS PORT　地下3階～地上2階
収容人数 3,190人（アリーナスタンディング）／2,471人（着席）

『後楽園ホール ワンマッチ興行　殿はご乱心 我が名は』ウナギ・サヤカVS 里村明衣子
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東京ドームシティ事業

大型展示にも対応した開放感あふれる多目的空間
地下1階レベルに位置するプリズムホールは、効率的な作業が可能な3
つの搬入入口と、来場者の動線をスムーズにする複数のエントランスが
特徴。天井高は5ｍあり、大型展示品もディスプレイでき、スケールの大
きいイベントが開催できます。

「PRISM�HALL」開催イベント例

昭和から続くヒーローショー
1971年から続く、テレビで見ていたヒーローが目の前で大活躍する、長
年お客様から愛されているヒーローショーです。後楽園ゆうえんちの野
外劇場ではじまり、スカイシアター、そして屋内型の劇場「シアターGロッ
ソ」での公演と、時代とともにヒーローの魅力を存分に引き出しつつ、照
明や映像効果でも新しい体験を提供しています。

「シアターGロッソ」開催イベント例

シアターGロッソ
50年以上開催されてきたヒーローショーの準専用劇場。照明・音響の基本設備のほか最新の
映像システムを完備し、ミュージカルや音楽イベントにも使われるほか、研修や講演会にも対応
可能です。3層式の舞台は、イベントに応じて舞台を仕切って使用できます。
開場 2009年
階数 ジオポリス地下1階～地上1階
座席数 765席

（別途、車椅子3台対応スペース有）

PRISM�HALL
東京ドームシティの中心に位置するマルチコンベンション
スペース。最大約2,000人収容のビジネス・展示会系イ
ベントなどさまざまな用途に対応可能なホールです。
開場 1990年
面積 フロア面積／2,809㎡
高さ 天井高／5m
収容人数 2,085人

©石森プロ・東映 ©テレビ朝日・東映AG・東映

©テレビ朝日・東映AG・東映 ©Ａ／Ｎ・ＥＰ　©ＭＮＳ

©Ａ／Ｎ・ＥＰ　©ＭＮＳ

ハンドメイドマルシェ 世界らん展
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宇宙体感施設

Space�Travelium�TeNQ�（スペーストラベリウムテンキュー）
“宇宙旅行” をテーマに、展示やVR体験を楽しめる宇宙エンターテインメント施設。知的好奇心をくすぐる展示やリアルなVR、アー
トや学びを楽しめるギャラリーや教室、数カ月ごとに入れ替わる企画展、カフェやショップなど、宇宙とつながる体験をお楽しみい
ただけます。

Art�+�Amusement�and�More!　�
A aMoの「A」は「Art」「Amusement」の略、そして「aMo」は「and 
More」の略です。新しい価値が創造され、東京の新名所として認知され
ていくことを目指した、欲張りな文化発信拠点です。

「Gallery�AaMo」開催イベント例

東京ドームシティ事業

エンターテインメント性とアートの融合による、「楽しさ」と「ライブ感」
を体験できる大人のための「遊べる」ギャラリー。最先端のメディア
アートから工芸、サブカルチャーまで、さまざまなジャンルの催事を
継続的に展開しています。
開場 2017年 面積 フロア面積／830㎡

大人のための遊べるギャラリー

Gallery�AaMo

開場 2024年11月22日 面積 約2,600㎡ 階数 黄色いビル6階

VR�を活用した特別な宇宙旅行体験
VRエリア「SORAVEL LINE（ソラベルライン）」では、HMD（ヘッドマウントディス
プレイ）を着用し、着席型ではなく、フリーローミング （自由歩行型）で、リアルな
宇宙旅行体験を楽しめます。「THE MOON CRUISE」は、Space Travelium 
TeNQオリジナルの月旅行ツアー。ロケットに乗り込み月へ向かい、月面を歩
いたり記念撮影をしたり、大迫力の月旅行を体感できます。
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2025年で開業70周年！��入園無料の都心の遊園地

東京ドームシティ�アトラクションズ
小さなお子様から大人まで、入園無料で1日楽しめる遊園地。センターレス大観覧車「ビッグ・オー」や最高斜度80度
で急降下するジェットコースター「サンダードルフィン」、雨の日でも楽しめる屋内アトラクション「バックダーン」「ガン
ガンバトラーズ」など、さまざまなアトラクションを導入し、お客様をお待ちしています。
開場 1955年（旧・後楽園ゆうえんち）
面積 敷地面積／ 30,000㎡

暗闇婚礼�蠢一族お化け屋敷
2025年11月に「暗闇婚礼 蠢一族お化け屋敷」がオープンしました。当社のお化け
屋敷を長年手掛けるお化け屋敷プロデューサー・五味弘文氏と、体験デザインを手
掛ける クリエイティブ集団 “博展”とタッグを組み、8 年ぶりにお化け屋敷をリニュー
アルしました。恐怖に“踏み入る” をテーマに、廃バスの一部を用いた演出から始ま
り、全員が異なるミッションを与えられる“全感覚没入ホラー体験” を提供します。

2025年�オープン
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バイキングゾーンがリニューアル！�
新アトラクションも登場！
東京ドーム方面へつながる大階段を設置し、テーブルやベンチが併設された飲食・物販店舗や芝生広場を新設
しました。さらに、道路に面した壁の一部撤去により、外部からも東京ドーム方面からもアクセスしやすく、お客
様が行き交う開放的な多目的広場とし、さらなる賑わいが生まれました。

2024年�リニューアル

屋外型ARアトラクション

ゴジラAR�ゴジラ�VS�東京ドーム
Graff ity株式会社と共同開発した屋外型ARアトラクション「ゴジラAR ゴジラVS東京ドーム」が、
2025年12月にバイキングゾーンにオープンしました。最新のAR技術と高性能ヘッドマウントディ
スプレイを用い、「現実」と「仮想」が重なり合うことで、見上げるほどの巨大なゴジラが視界いっ
ぱいに広がり、まるで映画のワンシーンに入り込んだかのような臨場感と緊張感を体験できます。

2025年�オープン

年間を通じてさまざまなイベントを開催
東京ドームシティアトラクションズは、2025年7月9日に、前身である「後楽園ゆうえんち」の開
園から70周年を迎えました。来場されたお客様に、いつも新鮮な気持ちで楽しんでいただく
ために、ジャンルを問わずさまざまなイベント・コラボ企画を実施しています。今後も「いつも
何か新しいことをやっている遊園地」と認知していただけるよう、新たな挑戦を続けていきます。

「東京ドームシティ�アトラクションズ」開催イベント例

© UUUM

TM & © TOHO CO., LTD. 
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都内最大級の屋内型キッズ施設

ASOBono!
ファミリーで楽しめる都内最大級の屋内型キッズ施
設。身体を使って遊ぶコーナーや、頭を使って楽し
むゲームコーナーなど5つのエリアにわかれ、お子
様の成長や性格に合わせて楽しめます。家族力が
アップする仕掛け満載の施設です。
開場 2011年
面積 敷地面積／1,720㎡
プレイエリア 5箇所
対象 0歳～小学生
定員 500人

スポドリ�！
野球、ゴルフ、ボルダリングを楽しめる屋内型スポーツ施設。「スポーツ人（＝スポーツへ
チャレンジする人）のさまざまな想いを受け止める」をコンセプトに、インストラクターの
丁寧な指導により、誰もが気軽に楽しく、また真剣にスポーツにチャレンジできる環境を
提供しています。
開場 2013年
面積 フロア面積／2,600㎡
階数 黄色いビル3階
エリア 野球エリア、ゴルフエリア、

ボルダリングエリア、多目的フィールド



東京ドームシティ事業

東京ドーム�ローラースケートアリーナ
なめらかで最高品質なフラットリンク。思い切り滑れる1周約100mの
メインリンクと、小さなお子様や初心者でも安心して楽しめるミニリン
クを有する都内最大級の屋内ローラースケート施設です。

東京ドームボウリングセンター
2フロア計54レーンからなるボウリングセンター。40レーンのフロアでは大人
数での大会も開催できるほか、バーカウンターが併設されたクーバーラウンジ
では、飲食とボウリングを楽しむことができ、幅広いニーズにお応えしています。

CuBAR�LOUNGE
（クーバーラウンジ）

14レーンの、クラシックで落ち着いた雰
囲気のボウリングラウンジ。バーで提供
するお酒や軽食とともにボウリングをお
楽しみいただけます。ラグジュアリーで
個性的な空間は、各種撮影などでも多く
利用されています。

TaKuSuRu�（タクスル）
卓球発祥の地イングランドをモチーフとした施設です。
世界大会で実際に使用された卓球台に加え、有名選手
使用モデルの卓球用具もご利用できるなど老若男女幅
広い客層の方々に楽しんでいただけます。

開場 2011年
面積 フロア面積／1,600㎡
階数 黄色いビル4階
エリア 40m×24mのメインリンク、

ミニリンクエリア

開場 2018年
面積 87㎡
階数 黄色いビル5階

開場 1973年
面積 延床面積／3,600㎡
階数 黄色いビル4階～5階
レーン数 54レーン

17TOKYO DOME GROUP REPORT
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エンターテインメント型融合商業施設

LaQua
水をテーマに、ショップ＆レストラン、アトラクション、スパの3つのゾーン
が集結したエンターテインメント型融合商業施設。天然温泉が湧き出る
スパと、トレンド感あるショップ＆レストラン、バラエティ豊かなアトラク
ションは、若い女性からファミリーまで幅広い層が楽しめます。常に「五
感を刺激する」サービスを提供し続けています。
開場 2003年 階数 地下2階～地上9階
面積 敷地面積／16,000㎡ テナント数 約90店舗

延床面積／55,500㎡

持ち帰りができる惣菜や�
スイーツ店舗が並ぶフードゾーン「DELI&DISH」
LaQua1階に、日常使いから特別な日に彩
りを添える、上質でこだわりの詰まった約
25店舗が集結。店舗で購入したフードは、
リニューアルされた開放的な屋外スペース

「ラクーアガーデン」のテラス席などでお召
し上がりいただくことも可能です。ラクーア
での新しい食体験を提案します。

2023年�オープン
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東京ドーム天然温泉

Spa�LaQua
都会の真ん中で気軽にリフレッシュできる、国内最大級
の温浴施設。東京ドームシティの地下1,700mから湧き
出た天然温泉（加熱・循環ろ過式）、大人の楽園ヒーリン
グ バーデ、広々としたリラクゼーションスペースに多種
多様なエステ＆リラクゼーションサロンなどを併設。海
のミネラル豊富な100％の「天然温泉」、「檜浴槽の炭酸
泉」、本格的な「フィンランドサウナ」など、「本物」を厳選
して、ワンランク上の上質な空間をつくりあげています。
開場 2003年
面積 延床面積／約10,300㎡
階数 ラクーアビル5～9階（フロント6階）

スパ ラクーア内9階の「ヒーリング バーデ」エリアを拡張し、新たに岩盤浴室やクールダウンルーム・休憩ルー
ムが増設されました。7階「ランデブースクエア」エリアには開放感あるフットプールやバーを新設し、東京ドー
ムシティを眺めながらゆったりとお過ごしいただけるようになり、都心にいながら贅沢なリゾート感溢れる体
験が可能な空間を提供します。

「Rentola」はフィンランド語で「リラックスする場所」を意味します。毎日が慌ただしい都
会の生活でも、フィンランドのように豊かなサウナスタイルを楽しむことができたなら。そ
んな思いから、すべて完全個室の「自分のためだけのサウナ」をラクーアの最上階に誕生
させました。これまでにない広さと開放感のサウナ、そして専用ラウンジを備えた贅沢な
空間で、別次元のリラックスとリフレッシュが叶います。

2023年�リニューアル

2023年�オープン

Spa�LaQua7階～9階「ヒーリング�バーデ」エリアを拡張＆リニューアル

ラクーアビル9階「Sauna�Lounge�Rentola（サウナ�ラウンジ�レントラ）」�
完全個室のプライベートサウナが誕生

東京ドームシティ事業
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フード＆コミュニティ

Hi!EVERYVALLEY
コンテナを用いた複数の飲食店を中心に、緑やアートなどに囲われた“憩い” “賑わう”フード
＆コミュニティです。緑あふれるガーデン空間には、1人でもグループでも気軽に利用できる個
性的な飲食店に加え、ワクワクする仕掛けが満載です。
開場 2019年
階数 黄色いビル1階～2階
テナント数 6店舗3つの機能を複合化した都会のオアシス

MEETS�PORT
水道橋駅をのぞむ東京ドームシティの南東エリアに位置し、上
質で多彩なショップ＆ダイニング、Kanadevia Hall、訪れる人
をやさしく出迎える緑あふれるガーデンという3つの機能を複
合化した施設です。東京ドームシティ玄関口の好立地にある
ため来場者数が多く、周囲や施設内のアートワークも見どころ
のひとつです。
開場 2008年
面積 敷地面積／ 6,579㎡　延床面積／21,405㎡
階数 地下4階～地上5階

都内最大の屋内型ふれあい動物園

アニタッチ
動物のふれあい体験・おやつあげ体験・撮
影会など、多種の動物たちが共存する魅力
ある空間で貴重な体験ができます。ワーキ
ングスペースやアニタッチ初となるテイク
アウトカフェもお楽しみいただけます。
開場 2024年
面積 1,200㎡
階数 黄色いビル1階

2024年�オープン
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グルメやお酒が楽しめる大人のエンタメフードホール

FOOD�STADIUM��
TOKYO
多種多様なグルメやお酒を楽しむことができるエンタメフードホールです。館
内は照明を落としてネオンが光る、大人がお酒を楽しめる空間を演出。6mの
巨大LEDビジョンや多数のモニターでスポーツやエンタメを放映し、エンター
テインメントシティならではの臨場感・わくわく感を感じながらさまざまな客
席を自由に選んでグルメをお楽しみいただけます。
開場 2024年 店舗数 11店舗
階数 黄色いビル2階 座席数 約480席

2024年�オープン

東京ドームシティ内に新たにフード&グッズトレーラーがオープン
しました。美味しいグルメや、オリジナルのお土産を販売するギ
フトショップなど、飲食やお買い物を気軽に楽しめる店舗が充実
しました。

フード&グッズトレーラーが続々オープン！
自由に寛げる憩いの空間へリニューアル！

2024年�リニューアル

フードコート

GO-FUN
幅広い層の方々に気軽にお食事をお楽しみいただける6店舗が集まった
フードコートです。小さなお子様連れファミリー向けのキッズテーブル
コーナー、グループ向け
の ボックスシートコ ー
ナーなど、バラエティ豊
かな座席を全部で約300
席ご用意しています。
開場 2011年
テナント数 6店舗
席数 約300席
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多目的に利用できるシティホテル

東京ドームホテル
1,006室の客室や多彩なレストラン・バー、オリジナリティ溢れる宴会・
婚礼施設を備えた地上43階建てのシティホテル。5つの駅に囲まれた
都心のどこに行くにも便利な好立地で、観光・レジャーやビジネスの
拠点として国内外問わず多くのお客様にご利用いただいております。

コラボレーションルームの取り組み～「楽しさ度ランキングＮo.1ホテル」を目指して～
「東京ドーム」を眼下に眺める立地と親和性の高さを生かし、読売ジャイアンツとのコラボレーションルームや、
「推し活をするなら、こんな部屋に泊まりたい！」という願いを叶えた「夢の推し活ルーム」、株式会社サンリオ

の人気キャラクター「マイメロディ」と「クロミ」とコラボレーションした「サンリオキャラクタールーム」など、
東京ドームホテルならではの宿泊プランを数多くご用意しています。

開業 2000年
面積 敷地面積／  15,865㎡
　 延床面積／105,856㎡
階数 地下3階～地上43階
高さ 155m
客室 1,006室

東京ドームホテルは、2000年開業以来初の大幅な改装を行い、39～41階を「エグゼクティブフロア」
として、35～ 38階を「プレミアムフロア」として2023年春にリニューアルオープンしました。

東京ドームホテルに新コンセプトフロアが誕生

2023年�リニューアル
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サッカーの未来を感じられる次世代型複合施設

JFA�サッカー文化創造拠点
「blue-ing!」

次世代型の体験型コンテンツや最新のデジタル展示に加え、
歴代の日本代表ユニフォームやトロフィーなど、貴重なサッ
カー資産の展示も実施しています。サッカーのピッチを模し
た人工芝生エリアではカフェ・バー、サッカーショップなども
併設し、サッカーファミリーはもちろん、普段サッカーにあま
り関わることのない方にもお楽しみいただけます。
開場 2023年 面積 約1,200㎡

吉本興業グループ×東京ドームによる新劇場

IMM�THEATER
演劇や演芸等に精通した観客、および制作者双方の目
線で設計された劇場設備を有し、オンライン配信にも
幅広く対応いたします。歴史と文化と緑に育まれた文
京区の新たなエンターテインメント発信拠点として、さ
まざまなエンターテインメントの制作者やパフォーマー
の方々に開かれた、創造意欲を刺激するような劇場を
目指します。
開場 2024年
建築面積 約1,384㎡
延床面積 約1,762㎡
座席数 705席（車椅子席2席含む）

必見！最先端デジタル技術×サッカーを体験できる

DISCOVERYエリア

食事や買物／イベント参加ができる

PARKエリア

舞台

客席（明石家さんまの顔のモザイクアート）

©JFA

2023年�オープン

2024年�オープン
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熱海事業

熱海後楽園ホテル
贅沢な空間と眺望が人気のエ
クセレンシィフロ ア を含 むタ
ワー 館 客 室 に加え、海 を望 め
るオーシャンビュールームを含
む「A Q U A S Q U A R E 」を合 わ
せたリゾートホテル。

オーシャンスパ��
Fuua
相 模 灘を一 望できる日帰り温
泉施設。日本最大級の露天立
ち湯、岩盤浴やロウリュ、海辺
のテラスにいるかのような開放
的な休 憩エリア、カフェ、エス
テサロンなどを備えています。

複合型リゾート

ATAMI�BAY�RESORT�KORAKUEN
熱海にある「ATAMI BAY RESORT KORAKUEN」は、宿泊施設の「熱海後楽園ホテル」を
はじめ、日帰り温泉施設「オーシャンスパ Fuua（フーア）」、レストラン「HARBOR’S W（ハー
バーズ ダブル）」やフードマーケット「ラ・伊豆 マルシェ」などが集まる「IZU-ICHI（イズイチ）」
を展開し、宿泊だけでなく日帰りでもお楽しみいただける複合型リゾート施設です。

施設名・事業名 施設概要

ATAMI�
BAY�RESORT�
KORAKUEN

2019年オープン

熱海後楽園
ホテル

1965年オープン
1996年タワー館オープン
2019年AQUA SQUAREオープン
客室数／189室

オーシャンスパ�
Fuua

2019年オープン 
泉質：カルシウムーナトリウム
塩化物泉

IZU-ICHI
2019年オープン
店内／256席　
テラス／30席

（HARBOR’ S W）



25TOKYO DOME GROUP REPORT

流通事業

その他の事業

最新・流行のコスメやビューティーアイテムを提案するセレクトコスメショップ「shop in」「Crème et 
Rouge」を、関東・関西の都市型ショッピングセンターを中心に約50店舗展開しています。欲しいもの・
話題のものがいつも揃っている「コスメの品揃え」・POPや接客を通して商品の特性やオススメが伝わる

「商品提案力」・購入前にじっくり比較検討できる「商品を試しやすい環境」をブランドの強みとして、コ
スメ選びを楽しむ20～30代の女性を中心としたお客様の支持を集めています。

施設名・事業名 施設概要

shop�in（ショップイン）�
関東エリア   27店舗
関西エリア   19店舗
中国エリア   1店舗
　　　　計   47店舗

Crème�et�Rouge
（クレームエルージュ） 1店舗（阪急三番街店）

フィットネスクラブ東京ドーム�ららぽーと柏の葉

2 0 2 6年3月「三井ショッピングパーク ららぽーと柏の葉」の4階に総合型
フィットネスクラブ「フィットネスクラブ東京ドーム ららぽーと柏の葉」を 
開業しました。

競輪事業
施設名・事業名 施設概要

松戸競輪場
敷地面積：48,791㎡
建築面積：37,703㎡
競走路周長：333.33m

不動産事業
施設名・事業名 施設概要

プチモール
二ツ木

商業テナントビル／
地上2階　テナント5店舗

柿の木坂
BMWビル

商業テナントビル／
地下1階～地上2階

代々木
イーストビル

オフィステナントビル／
地上8階

スポーツ施設運営・その他
施設名・事業名 施設概要

直
営
ス
ポ
ー
ツ
施
設

フィットネスクラブ東京ドーム 各種トレーニングマシン・フリーウエイト、スタジオ2面、フィットネスプール（25 ｍ×6レーン・20 ｍ×2レーン）、
ジャグジー・マッサージプール

フィットネスクラブ東京ドーム�
ららぽーと柏の葉

各種トレーニングマシン・フリーウエイト、屋内温水プール（25m×7レーン）、スタジオ3面、シミュレーション
ゴルフ

フィットランド東京ドーム（晴海） トレーニング目的別4エリア、トレーニングマシン、スタジオ2面、ロッカールーム、シャワー室

後楽園スポーツクラブ調布 屋内温水プール（25 ｍ ×7レーン）、トレーニングルーム、スタジオ、スクール会員用ロッカー、体操場、ギャラ
リー、採暖室、成人会員用ロッカールーム、バスルーム（サウナ）、シャワー室

後楽園スイミングスクール
ひばりが丘 屋内温水プール（25 ｍ ×6レーン）、体操室、採暖室、ロッカールーム、シャワー室、専用駐車場20台

グループ会社 事業内容
進商事株式会社 損害保険・生命保険代理店事業等
株式会社東京ドームファシリティーズ 清掃管理請負・ビル管理事業等

（2026年3月現在）

2026年�オープン
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東京ドームグループの

新たな挑戦
東京ドームグループがこれまで培ってきた

施設運営やイベント企画のノウハウを

活かしながら、時代の変化に合わせて

ビジネスを進化させ、新たな「感動体験」の

提供を目指しています。

イベントを成功させる�
企画力・運営力

P27

東京ドームグループの�
トータルソリューション

P29

新たな感動体験�
創出のための取り組み

P31
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東京ドームグループには、ファミリー、カップル、シニアなどさまざまなターゲットに向けた多

種多様なイベントを、年間を通じて開催できるノウハウがあります。プロ野球やコンサート、

展示会などのビッグイベントはもちろんのこと、ファミリーみんなで楽しめるイベントや、最新

のトレンドを意識したキャンペーン、恒例の冬のイルミネーションまで。オリジナル性の高い

イベントで年間を通じて多くの人を集め、毎日賑わいを見せています。2024年4月の組織改

編により、東京ドームシティ内の６つの会場施設のイベント関連業務を一元的に担う部署（興

行企画部）が再編成されました。コンテンツホルダーとの連携を強化し、自主興行イベント

の開発・拡充など新たな取り組みに挑戦することで、最適なイベントミックスによる各会場

の稼働率と収益の最大化を目指しています。

トーキョーディスカバリーシティ！
QuizKnockがプロデュースする、東京ドームシティの大規
模イベント『トーキョーディスカバリーシティ！』は、 好評によ
り2023年から3年連続開催しています。2025年は、遊園地
謎解きゲーム「いたずらおばけと最後のシャッターチャンス」
や、QuizKnockメンバーのトークや豆知識を聴きながら東
京ドームシティ内をめぐる「Q u i z K n o c kのおせっかいラジ
オ ～シティ回遊ボイスラリー～」など、さまざまなコンテン
ツを通して、昼から夜まで一日中、東京ドームシティで遊び、学べるイベントとなりました。

テーブルウェア・フェスティバル
1 9 9 3年よりスタートした「テーブルウェア・フェスティバル」は、
日本各地の窯元の作品や世界各国の陶磁器をはじめ、ガラス、
漆器、木工品など、食卓を彩るさまざまなテーブルウェアが一
堂に会する日本最大級の “器の祭典”です。多様なライフスタイ
ルを表現するテーブルセッティングの展示や、日々の暮らしに彩
りを添える逸品に出会える販売コーナーを中心に、器の魅力を
体感していただくテイスティングコーナー、国内随一のテーブル
ウェアコンテストなど、さまざまな楽しみ方をご提供しています。

世界らん展
2026年に36回を迎えた、当社が企画・運営に参加
する国内最大級の蘭展示・販売会。毎年2月に開催
され、約1,000種、100万輪の蘭が会場を色鮮やか
に彩りました。2 0 2 6年は、世界的なパティシエ・辻
口博啓さんが監修する会場限定スイーツやお持ち
帰り用スイーツを販売するとともに、2年ぶりに登場
した「光るコチョウラン」も大きな話題を呼びました。

東京ドームシティ�ウィンターイルミネーション
2 0 2 5年に2 1回目を迎えたウィンターイルミネーショ
ンは、 「スノードーム」や「雪」をテーマに、昨年より大
きくスケールアップし、約1 0 0万球のL E Dライトで装
飾されました。イルミネーション期間中は、東京ドー
ムシティ アトラクションズの乗り物がお得に楽しめる
チケットや、東京ドームホテルの特別宿泊プランやコ
ラボメニューも販売。クリスマスにはサンタグリーティ
ングやマルシェを開催するなど、多くのお客様に楽し
んでいただけるイルミネーションを目指しています。

東京ドームグループのイベントを成功させる企画力・運営力

PH
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東京ドームシティならではのオリジナル性の高いイベントを開催することで、年間を通じて多

くの人を集め、賑わいを生み出し続けています。東京ドームで公演するアーティストとコラボ

した期間限定のフードやドリンクを開発・提供するなど、施設やテナントとも連携し、1日中楽

しめ、何度訪れてもいつも新鮮な気持ちで楽しんでいただける街づくりを目指しています。

東京ドームシティ�アトラクションズでは、アニメ「鬼滅の刃」などの人気コンテンツとのコラボ

イベントをはじめ、コスプレイベントや「脱出ゲーム」と連動したイベントの企画運営なども

行い、幅広いお客様に楽しんでいただけるコンテンツを揃えています。

東京ドームシティのイベントシナジー

東京ドームグループが持つイベント企画の
ノウハウを活用してイベントの外部展開に
も取り組んでいます。開催場所や季節な
ど、さまざまな要素に合わせて随時ター
ゲットを設定し、内容を検討しています。

東京ドームシティ外の取り組み

『AKINA�NAKAMORI�Year-end�DINNER�SHOW�2025』
ザ･リッツ･カールトン大阪（大阪会場）

『源-minamoto-銀灰の時旅人』
シアター1010（東京都足立区）

東京ドームグループのイベントを成功させる企画力・運営力

『ホラーにふれる展─映画美術の世界─』
東京ソラマチ（東京都墨田区）

©松竹お化け屋本舗

©吾峠呼世晴／集英社・アニプレックス・ufotable
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東京ドームシティエリアを超えて広がるトータルソリューション
グループの総合力で実現する良質なサービスとコストパフォーマンス

全国のさまざまな施設において、大小合わせて年間50以上のイベントを行っており、地元
の方向けのイベントから豊富なリレーションを活かしたオリンピアンやトップアスリートのイ
ベント、パラスポーツイベントの開催 （D＆Iの促進：スポーツを通じて誰もが生活しやすい
社会づくりへの貢献）、サーカスや格闘技イベント等、バ リエーションに富んだイベント企画・
実施が可能です。また、2024年に開業した「LaLa arena TOKYO-BAY」や「新秩父宮ラグ
ビー場 SMBC Olive SQUARE」でも当社の人材が活躍するなど、三井不動産グループ間
の連携の機会も増えています。今後も三井不動産グループとして、スポーツ・エンターテイ
ンメントの力を活用した街づくりを通じて、新たな感動体験の創出に貢献してまいります。
※「新秩父宮ラグビー場」は現時点の仮称となります。「SMBC	Olive	SQUARE」という名称は2030年5月(予定)の施設運営開始日より効力発生となります。

イベント運営
多種多様なイベントを常に開催し、�
老若男女問わず多くの人を集めています。
●�イベント企画　●�提案　●�プログラム構築

東京ドームグループでは、さまざまなターゲットに向けた多種
多様なイベントを年間通じて開催し、老若男女問わず多くの人
を集めています。プロ野球やコンサートはもとより、展示会な
ど大規模コンベンションの導入も増えており、イベント企画や
提案、プログラム構築に多くの知見を有しています。また、中
小規模のイベントでも、最新のトレンドを意識したキャンペー
ンやファミリーで楽しめるプログラムなど、集客力のある企画
立案が可能です。

施設運営
世代を問わず、多様なお客様の�

「心を動かす」施設が揃っています。
●�接客対応　●�施設運営管理

東京ドームグループは多彩なイベントやキャンペーン、健康増
進プログラムなどの実現を可能にする「心を動かす」施設の運
営ノウハウを備えています。あらゆる世代が質の高い接客によ
り気持ちよく施設を利用でき、多種多様なイベントが安全・安
心・快適に開催される施設を運営し、維持管理・保守点検する
ワンストップのサービスをお客様のニーズに沿って提供してい
ます。また、長年の施設運営管理で培った専門的知見の高さ
を活かしたアドバイザリーも行っております。

東京ドームグループのトータルソリューション
蓄積されたノウハウを活かし、質の高いトータルソリューションを提供しています。
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東京ドームグループのトータルソリューション
東京ドームグループが運営する公共スポーツ施設

主な業務受託施設��

東京ドームグループのPPP事業（Public Private Partnership）では、主に指定管理者制度を利用した施設の運営管理受託（行政

業務の代行）を行っています。質の高い行政サービスを地域住民に提供したいと考える地方自治体からは、東京ドームグループの

PPP事業について高く評価いただいています。特に、最も多く運営管理を受託する体育館などの公共スポーツ施設では、40年以上

民間フィットネスクラブやスイミングスクールを経営しながら、競泳のトップアスリートの育成も行ってきた東京ドームグループならで

はの健康増進や競技力向上に資する多彩なスタジオプログラムやお子様向けのスクール事業の提供が、全国の自治体や地域の利用

者から大変喜ばれています。

また、各現場で東京ドームグループの経営理念「私たちは　人と ひと との

ふれあいを通して　お客様と「感動」を共有し　豊かな社会の実現に貢献

します」を実践すべく、（株）東京ドームの教育センター部と連携した研修計

画などを立案・実行しています。今後は、民間資金やノウハウを活用して効

率的な施設整備や管理運営を行うPFI方式（Private Finance Initiative）

での施設運営にも積極的に取り組んでまいります。

●�山形県天童市子育て未来館 げんキッズ　●�山形県上山市総合子どもセンターめんごりあ　●�本庄市中央地域の都市公園および体育施設　●�東京ドームスポーツセンター東久留米（東久留米市スポーツセンター）　
●�西東京市スポーツ・運動施設9施設　●�文京総合体育館ほか6スポーツ施設　●�練馬区立中村南スポーツ交流センター　●�練馬区立平和台体育館ほか3施設　●�豊島区立巣鴨体育館　
●�豊島区IKE・Biz としま産業振興プラザ　●�流山市総合運動公園（流山市民総合体育館ほか）　●流山市野々下福祉会館・児童センター　●�流山市向小金福祉会館・児童センター　●�松戸市市民交流会館（すまいる）　
●�南アルプス市 遊・湯ふれあい公園 後楽園スポーツクラブ　●�松塩地区広域施設組合「ラーラ松本」「平瀬運動公園」　●�静岡県草薙総合運動場　●富士総合運動公園（富士市総合体育館ほか）　
●�熱海市マリンスパあたみ　●�熱海市熱海海浜公園　　ほか（2026年4月現在）

●�静岡県草薙総合運動場 ●�富士総合運動公園● 京王アリーナTOKYO ● 板橋区立体育施設 22施設

（株）東京ドーム

（株）東京ドーム
スポーツ

（株）東京ドーム
ファシリティーズ

高く評価される東京ドームグループのPPP事業

❶ 安全・安心な環境整備手法

❷ 施設の運営管理に対して総合的な提案が可能

❸ 東京ドームの資源を活用したイベント企画

❹ 充実したスポーツプログラムの提供ノウハウ

当社グループでは、一般企業や行政・自治体においても、グループ各社が
長年培ってきたイベント企画、スポーツ施設運営、施設管理などのノウハ
ウをひとつにまとめたトータルソリューションを提供しています。さまざま
なジャンルの集客イベントやスクールプログラムの企画・運営、ビル・施
設などの運営・保守・管理など質の高いサービスを展開します。
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新たな感動体験創出のための取り組み

東京ドームシティ発の新プロジェクト�
「enXross（エンクロス）」を発足

デジタル技術を活用した経済圏創出やお客様の感動体験アップデートに取り組み、社会

に新しい価値や感動体験を提供するエンターテインメントとイノベーションのプロジェク

ト「enXross」を新たに立ち上げました。本取り組みは、エンターテインメントの未来を

切り拓く最新テクノロジーを用いたプロジェクトの創出や、参加者の起業家精神の支援・

育成を行うことで「東京ドームシティをテクノロジーの聖地にすること」を目的としてい

ます。今後もエンターテインメントとテクノロジーの掛け合わせを行い、東京ドームシテ

ィから新たな感動体験を産みだすプロジェクトを推進していきます。

世界のアイデアが交差する「enXross�3rd」開催

2025年9月には第3回目を開催し、「体験型エンターテインメント」とAI・web3・XRに

代表される「最新テクノロジー」との掛け合わせをテーマに、ビジネスアイデアコンテス

トとスペシャルトークセッションを実施しました。

Web3・XR・AIに特化した会員制コワーキングスペース�
「enXross�DAO（エンクロス・ダオ）」開業

2025年12月に東京ドームシティ内の商業施設MEETS PORT4Fに、Web3・XR・AIに

特化した会員制コワーキングスペース「enXross DAO」をオープンしました。2025年9

月に開催されたビジネスアイデアコンテスト「enXross AWARD 2025」を勝ち抜いた精

鋭ファイナリストを初期会員として迎え、東京ドームシティを舞台にエンタメテックの新

たなエコシステムの構築に本格的に挑戦します。

「enXross DAO」は単なる作業スペースではなく、将来的には利用者自身が運営に関わ

るDAO（分散型自律組織）型の共創空間を目指しています。その核となる初期コミュニ

ティメンバーとともに、まずは金銭的価値のない参加権としての「コミュニティトークン

（デジタル会員証）」を活用し、「DAO型の意思決定」を試験的に導入します。また、エン

タメ関連企業や、エンジニア、クリエイターなどが集う交流イベントやセミナーを定期的

に開催し、グローバルなネットワーキングの創出と、新たな共創の機会を提供します。

日本最大級のエンターテインメントエリアである東京ドームシティ。

国境も、言語も、時間も、仮想も現実も、あらゆる境界が融合していくこの時代だからこそ生まれる新たな感動を生み出すための、さまざまな取り組みに挑戦しています。
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新たな感動体験創出のための取り組み

当社オリジナル開発の最新XR技術を駆使したシューティングアトラクション�
「XRミッションシリーズ」の販売を開始�

2025年6月より、当社がオリジナル開発した最新のXR技術を駆使したアトラクション「XRミッションシリーズ」の販売

を開始しました。

「XRミッションシリーズ」は、ヘッドマウントディスプレイを装着してプレイするフリーローミング(自由歩行型)のシュー

ティングアトラクションです。第一弾コンテンツ「XRミッション　バトルワールド2045」と第二弾コンテンツ「ニンジャ

ブレイカー 妖魔決戦」は、当社と株式会社日本XRセンターがタッグを組んで開発したオリジナルコンテンツです。「XR

ミッション　バトルワールド2045」は、2024年8月にシンガポールで開催された世界的XRカンファレンス「Augmented 

World Expo（AWE） Asia 2024」では、ゲーム全体の世界観や３D技術を評価され、VR部門 最優秀賞である「Auggie 

Awards」を受賞。販売開始以降、直営施設の東京ドームシティ アトラクションズの他、国内6ヵ所の施設に導入いた

だき、累計10万人以上のお客様にお楽しみいただきました。さらに、2026年3月には、第二弾コンテンツ「XRミッショ

ン ニンジャブレイカー 妖魔決戦」も完成し、海外初となる南米ウルグアイへの進出も決定しました。

今後も、開発会社で外販パートナーである株式会社日本XRセンターの支援のもと、これまで培ってきた当社ならでは

の知見を活かし、遊園地・テーマパーク・商業施設・ホテルなど幅広い施設への「XRエンタメ体験」の提供を目指します。

東京ドームグループの社内新規事業提案制度から初の事業化�
ことばを投稿・編んで楽しむ新感覚SNSアプリ『コトアム』リリース

2025年5月、ことばの投稿・閲覧SNSアプリ『コトアム』をリリースしました。東京ドームグループの社内新規事業提案制度「mokuMOKU」から生まれ

たアイデアで、2023年に検証版サービスをリリースした際に、ユーザーから多くの反響があったことから、本制度開始以降初の事業化が実現しました。

本アプリは、作品を生み出す「書き手」と、作品の読者である「読み手」がともに楽しめることが大きな特徴で、リリース開始以降、メディアにも多数掲

載されるなど注目を集めており、約10,000ダウンロードを達成しました（2026年4月時点）。2025年12月には、株式会社小学館の文芸誌『GOAT』協

力のもと、初の短歌コンテスト「ゴートアム短歌賞」を開催しました。今後もアップデートを重ね、出版社との協業や、東京ドームシティでのイベント・

展示など、創作者の可能性が広がる取り組みを模索してまいります。
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東京ドームグループの

サステナビリティ
東京ドームグループでは「安全」「人材」「環境」「社会」の観点から、

サステナビリティに配慮した事業運営を行っております。

安全
P34

人材
P36

社会
P42

環境
P40
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サステナビリティ［安全］

当社においては「安全こそが当社グループの存立基盤である」ことを強く認識し、「安全理念・安全基本方針」の

もと、日 「々いつも安全・安心な環境を保ち続ける取り組み」～施設・設備への更新投資の継続、安全管理体制

の推進と拡充、テロ対策強化や、防災・防犯の教育、訓練活動の拡充～を強化しています。

具体的には、お客様および従業員に対する総合的な安全管理体制構築の推進を所轄する部署として、安全推

進室※を設置し、当社代表取締役社長が経営において安全面を重視して判断する責任を負う統括安全管理者に

就任しています。同室は、年次安全計画の策定、安全活動に関する企画立案・推進、安全監査、リスクアセスメ

ント、年次安全活動報告書の策定などを担当し、安全確保の施策全般をスパイラルアップさせていくための

PDCAサイクルの仕組みをつくり、機能・維持しています。また2017年４月より「インシデント情報管理システム」

を導入、当社グループ内で発生した不具合やヒヤリハット事例などに関する情報をデータベース化しています。

関連情報を全役職員で共有することにより、継続的な安全啓発を図り、当社グループの安全に関する活動のさ

らなる推進につなげています。さらに２０19年からは、「安全活動モデルAAA（トリプルエー）」についてグループ

全体に周知活動を展開しています。

常にお客様に安心して楽しんでいただくために、さまざまな安全対策を講じています。

安全基本方針

安全で楽しい施設とサービスの提供を追求し続けます

安全について私たち自身で基準を設定し遵守します

安全のための教育訓練に積極的に取り組みます

安全理念

東京ドームグループは、お客様と「感動」を

共有するために、安全を第一に考え、行動します

グループ全体での効果的な安全マネジメントシステムの構築を目指して

東京ドームグループ�
安全活動モデルＡＡＡ（All�Anzen�Action）
当社グループは、従来から東京ドームシティ アトラクションズが取り組む「安全
活動モデルAAA」をグループ横断的に実行するための周知活動を展開しています。

「AAA」は、東京ドームグループすべての（all）、安全管理における（anzen）、行
動（action）を網羅的かつ分かりやすく体系化したもので、今後「AAA」を基準と
することで、現状の安全活動における弱い面・漏れなどにいち早く気づき、強化
いたします。当社グループは安全理念および安全基本方針の徹底を図るためさ
まざまな取り組みを行ってまいりましたが、「AAA」導入により、グループ全体で
よりレベルの高い安全管理体制の構築を進めてまいります。

「AAA」では、安全に必要な「AAA」では、安全に必要な
6つの要素を定義しています。6つの要素を定義しています。

11つの理念つの理念

22つの基本つの基本

33つの改善つの改善
ヒヤリハットのヒヤリハットの
収集・分析・改善収集・分析・改善

コミュニコミュニ
ケーションケーション

感動共有感動共有

AAAAAA�（All�Anzen�Action）�（All�Anzen�Action）

施設の施設の
点検・整備・改修点検・整備・改修

５Ｓ５Ｓ

ルールのルールの
管理・教育・監査管理・教育・監査

※2021年10月より安全推進室の業務を継承し、グループ全体のリスクを統括する部署としてリスク管理部を設置しております。
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サステナビリティ［安全］

「安全理念・安全基本方針」のもと「安全文化」を築き上げるための努力を継続します。

防災訓練
大規模災害や緊急時等に備え、各自衛消防隊の
部分訓練の強化や、各事業所での訓練を定期的に
実施しています。また、2024年3月には、巨人戦
開催時の被災を想定した、東京ドームでは初とな
る観客参加型の大規模防災訓練を実施し、約
8,000人のお客様にご協力いただきました。

安全に対する強い意識を新たにする日
として、1月30日を「安全の日」と制定
しています。また、1月30日から2月5
日までの1週間を「安全週間」とし、各
事業所や各施設における安全の総合
点検、統括安全管理者による安全巡視
を行っています。

「安全の日」と「安全週間」

統括安全管理者による安全巡視

東京ドームシティは警視庁と連携し、さ
まざまな自主警備活動・テロ対策を
行っています。2022年7月には、アメリ
カ合衆国・バイデン大統領来日時の警
視庁のテロ対策への協力および東京
ドームシティでの特別警戒体制の実施
に対し、警視庁富坂警察署長より「感
謝状」が贈られました。

テロ対策で警視庁より表彰

長岡社長（右）へ感謝状を授与

2025年8月、同年4月に東京ドームシ
ティ内で心肺停止の傷病者が発生した
際に、救命措置を行った社員に対し、
東京消防庁より消防総監感謝状が贈ら
れました。処置により傷病者が回復後、
救急隊に引き渡せたことなど、当社の
迅速な対応について高い評価をいただ
きました。

救命表彰

東京消防庁より感謝状を受領

すべての事業においてお客様に安心し
て楽しんでいただける場を持続的に提
供していけるよう、さまざまな安全対策
を講じています。東京ドームシティ アト
ラクションズでは、舞姫事故講習会、運
行管理者勉強会、運転者講習会、緊急
時対応訓練など、年間で1,000回以上
の各種講習会を実施しています。

各種講習会の実施

安全講習会

2017年1月30日、「東京ドームグルー
プ安全啓発室」を設置しました。2011
年1月30日のお客様死亡事故時の舞
姫搬器の一部や、事故概要などのパネ
ルを恒常的に展示し、安全文化の醸成
と安全意識の向上のために、全従業員
の安全教育の場として活用しています。

安全啓発室

安全啓発室
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現在そして将来に向けて東京ドームグループの発展と成長の礎となるのは、継続的な人材育成にほかなりません。

東京ドームシティの現場ではハード面でグローバル化・ユニバーサル化に対応していますが、最後はすべての現場の最前線にいる社員の対応、ソフト面にかかっています。そのため、自分自身で考え、

周囲を巻き込みリードしていける人材を育てていきたいと考えています。社員の成長を応援する体制として、階層別研修や自己啓発プログラム(資格取得支援、社外セミナーへの派遣等)など、さまざ

まな研修プログラムを用意し、社員一人ひとりの成長意欲の向上をサポートしています。

また、東京ドームグループ教育センターによるグループ全体の従業員に向けた教育・研修のほか、定期的な「東京ドームシティ接客ロールプレイングコンテスト」の開催をはじめとしたCS向上活動を通

して、東京ドームシティで働くスタッフが接客技術を磨いています。さらには、外部機関との資本業

務提携を通じて、サービスのIT化にも積極的に取り組むほか、バリアフリー化や熱中症対策など、

多様性のあるすべてのお客様が、安心して楽しんでいただける場を持続的に提供するための各種

施策に取り組んでいます。

東京ドームグループの目指す人材像

�❶��経営理念をもとに、自ら考え、主体的に行動することができる。

❷��「心が動く」感度を高め、「心に残る」新しい価値・感動を創造することができる。

❸��仲間との協働を通して積極的に学び、「多彩なつながり」を生み出すことができる。

東京ドームグループ教育センター�～現場の力を強くする～

東京ドームグループは、顧客満足度を高めていくために第一線で働く従業員への教育にも力

を入れています。

東京ドームグループ教育センターでは「“現場が強い” を後押しする」を合い言葉に、現場モ

ニタリング・研修・教育資料の共有などを進めています。

研修例� 現場トレーニングのコツを学ぶトレーナー研修　 チームビルディング研修

� 接客研修　 課題解決ワーク　 多様性理解ワークショップ　等

東京ドームグループの大切にしている思いを核にしながら、働く上で必要な知識やスキルを学

べるようになっています。従業員一人ひとりが働くことに喜びや楽しみを持つこと、それがお

客様へのよりよいサービスにつながり顧客満足度を高めていってくれると考え取り組んでいま

す。

サステナビリティ［人材］

ホスピタリティを行動にする人材育成と各種施策に取り組んでいます。
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東京ドームシティCS活動

東京ドームシティは「ここにしかない

エンターテインメントシティ」を実現

し、お客様や働く仲間の「心が動く、心

に残る」街でありたいと考えています。

1人でも多くの方にファンになってい

ただくために、東京ドームシティ全体

の接客力を高めるCS活動に取り組ん

でいます。2025年度は東京ドームシ

ティ内施設・店舗より、123名が接客

ロールプレイングコンテストに参加し

ました。取り組みを通した施設店舗

同士のつながりは、働く仲間の意識を

高めることはもちろん、お客様との感

動の共有につながっています。

具体的な活動 �約200施設・店舗を対象とした「覆面調査」による現状分析

� �覆面調査実施施設・店舗への「覆面調査結果活用研修」

� �東京ドームグループ全社向け「CS関連研修・講演会」

� �「接客ロールプレイングコンテスト」

カスタマーハラスメントへの対応

東京ドームグループのすべてのスタッフが、お客様との感動の共有を目指し、心身ともに健全

かつ安心して働ける環境を構築するために、カスタマーハラスメントに関する基本方針を定め、

対応マニュアルや体制整備に取り組んでいます。

サステナビリティ［人材］

DX人材育成施策「DXアベンジャーズ」

東京ドームグループ全体でのさらなるDX推進のため、DXの取り組みをリード・実行できる人材

を増やし支援するべく、DX人材育成施策を展開しています。2021年4月に開始した選抜型専

門 領 域 研 修「DXア ベ ン

ジャーズ」は、2025年度で5

期目を迎えました。生成AI

やデータベース活用などの

実践的なデジタルスキル研

修に加え、自部署の課題に

対し、デジタルを活用した解

決策を構想・実行するプロ

グラムを展開しています。

“感動の輪”を広げるしくみ「ほめポス」

東京ドームグループは、お客様と感動を共有するだけでなく、ともに働く仲間との感動の共有

も大切にしています。2021年に発足したほめポス（お褒めポスト）は、従業員が東京ドームグ

ループの施設を利用して、スタッフの接客やサービスに対して「素敵だな」と感じたことや、普

段なかなか伝えられない仲間への感謝の気持ちを発信･共有できるしくみです。従業員の体験

を発信するだけでなく、お客様からいただいた感謝のお言葉も共有することができます。褒め

る･褒め合うというコミュニケーションの活性化が従業員の意欲を高め、パフォーマンス向上へ

とつながります。

東京ドームグループのさまざまなところでお客様の期待を超えて感動を共有する場面が増える

ことで、経営理念の実現を目指しています。

働くことに喜びや楽しみを持つことが、お客様へのよりよいサービスにつながると考えます。
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サステナビリティ［人材］

従業員が個性や能力を発揮できるよう、人材育成のためのさまざまな取り組みを推進しています。

一般事業主行動計画（計画・取組期間：２０２６年4月1日～２０３１年3月３1日）

目標① 正社員新卒採用者に占める女性比率４０％を維持する
行動計画 ● 将来の人材活用を見据えた女性採用数を維持する

● 女性の支援制度について求職者に広報する

目標② 女性管理職比率１５％を目指す
行動計画 ● 仕事とプライベートの両立に向けた風土を醸成する

● 管理職のやりがいを発信し、次世代の成長を支援する

目標③ 平均所定外労働時間を１５時間以内とし、年次有給休暇の取得率７０％を目指す
行動計画 ● 効果的な年次有給休暇取得策を推奨する

● 新勤怠システムの社内浸透とDX・AI活用を促進する

目標④ 男性の育児休業等取得率１００％を維持する
行動計画 ● 制度利用希望者への個別説明と利用促進を継続する

● 利用者と職場双方の制度理解促進と協力文化を醸成する

目標⑤ 育児介護休業法に基づいた両立支援制度の周知継続
行動計画 ● 定期的な社内発信と対象者への情報提供を実施する

● 相談窓口の周知により安心感の向上を図り、勤務継続を支援する

目標⑥ 次世代法に基づく「学び」と「遊び」の提供
行動計画 ● 自社施設を利用した子供向け体験イベントを開催する

● 中高生からの企業訪問の受け入れを実施する

ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン

多様性を受け入れ、尊重し合える風土づくりを実現すべく、人種・国籍・宗教・性別・年齢・

障がいの有無などに関わらず、誰もが活躍できる制度の整備と従業員の意識改革に取り

組んでいます。

取り組み例
�東京ドームグループ従業員に向けた「DE&I」トップメッセージの発信
�多様な人材が活躍できる土壌を作るため、年度ごとに視点を変えたテーマでワーク
ショップを開催
�自身の能力を発揮しながら働くことができる制度の促進「障がい者雇用」
�自身の強みや持ち味を再確認しキャリアを考える「キャリア支援プログラム」

障がい者雇用の取り組み

2020年6月、障害者雇用促進法に基づく特例子会社「株式会社東京ドームウィズ」を設立し、障が

い者の雇用機会創出・拡大に取り組んでいます。

東京ドームグループは「人とひととのつながり」によって成長することを目指し、障がい者と健常者が

お互いを尊重して信頼性を高め、ともにやりがいを持っていきいきと働ける職場つくりを推進してい

ます。2026年4月現在、同社における障がい者雇用数は37名で、東京ドームシティの各事業所のバッ

クヤード業務、従業員カフェ運営、東京ドームホテルのベッドメイク他客室清掃業務などを行ってい

ます。従業員一人ひとりの個性を生かしながら、今後もさらなる職域の拡大に取り組んでいきます。

新規事業社内提案制度「mokuMOKU」

新規事業を創出することを目的に、全社的に社員から新た

な事業アイデアを募るため、2020年に「mokuMOKU」は

スタートしました。新規事業創出を実行できる人材を増や

し支援するべく、新規事業に対する知見を深める学びの場

として、ワークショップやオンラインブレスト、メンタリング

などを定期的に行っています。交流会の開催やslackでの

コミュニティを形成し、アイデアの種が生まれやすい環境づくりに取り組んでいます。

また、プロの専門家による伴走型の支援を受けることもできます。より質の高い支援を受けることで、

事業内容は日々ブラッシュアップされています。

2021年秋には初の社内ビジネスコンテストとなったmokuMOKU AWARDを開催しました。選ばれ

たチームのみがステージに立ってプレゼンをして競い合い、勝ち上がったチームは事業化に向けて

さらなる仮説検証を行っていきます。

活動内容 �アイデアの発案、質向上のための学習支援＆コミュニティの形成プログラム

� �プロの専門家による伴走型の支援

� �新規事業提案ピッチコンテストmokuMOKU�AWARDの開催
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サステナビリティ［人材］

多様な働き方を実現するさまざまな制度

従業員の個性や能力を十分に活かしながら活躍できるよう、職場環境の整備と福利厚生の充実に取り組んで

います。具体的には、仕事と育児・介護の両立支援として、産前・産後休暇や育児・介護休業に加え、2025

年4月からは「育児短時間勤務制度」の期間を延長し、子どもが小学校3年生を修了するまで利用可能として

います。さらに、最大で中学1年生の4月まで「ワークサポートコース」を利用することで、長期的な視点で仕

事と育児の両立を支援しています。また、最大730日利用可能な「介護時短勤務」や、介護に関するセミナー

情報の提供、柔軟な休暇取得を可能にする制度など、介護支援制度も充実させています。また、階層別研修

や自己啓発プログラム(資格取得支援、通信教育・視察援助、社外セミナーへの派遣等)を通じて、社員一人

ひとりの成長意欲の向上をサポートしています。

職場環境の整備に努め、社員一人ひとりの成長を企業の力に変えていきます。

年次有給休暇
（時間単位付与あり）

おでかけサポート
（視察支援制度） 海外視察派遣制度

産前・産後休暇 育児・介護休業 ワークサポートコース

（株）東京ドームの働き方�

女性管理職比率

（2026年4月時点）

8.8%

平均勤続年数

（2026年4月時点）

14.3年

男性

378名／39.8歳
女性

243名／40.2歳

正社員数・平均年齢

（2026年4月時点）

月平均所定外労働時間

（2025年度）

10.1時間

過去5年間の新卒採用者定着率

（2026年4月時点）

97.3%

男性の育休・配偶者出産休暇取得率

（2025年度）

100.0%オフィスリニューアル

従来の部署毎に個室で区切られたオフィスでは「コミュニケーションが

取りづらい」「部署間の横のつながりが生まれづらい」などの課題があっ

たため、原則として部屋の仕切りをなくした構造とし、シナジーが生ま

れやすい環境を整えました。

また、執務エリアだけではなく、コミュニケーションスペースを作り、仕

事以外でも気軽に会話ができるオフィスづくりに取り組みました。

あわせて新設されたカフェテリアでは、2020年に障がい者の雇用機会創出・拡大を図るために設立した「株

式会社東京ドームウィズ」のスタッフが勤務しています。カフェでは同社の北戸田事業所で栽培したハーブ

ティーの提供も行っております。
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東京ドームアリーナ内の全照明LED化をはじめ、省エネ関連設備を積極的に導入

東京ドームシティでは、各施設にて省エネルギーの推進と環境負荷の低減をいち早く実現しています。2016

年からの東京ドーム大規模リニューアルにおいては、アリーナ内の全照明をLEDに更新しました。また、その

他の省エネ対策として、「東京ドームの雨水再利用システム」「地域冷暖房システム」「微細な電力制御による

省エネ効率の高いインバータ設備」「『エネルギーの見える化』システム」をはじめとした設備を積極的に導入

しています。

脱炭素社会の実現に向けた積極的な環境保全に努めています。

LaQua

東京ドーム
雨水利用型中水道システム

MEETS PORT 
中水道システム

後楽園ホールビル

黄色いビル
地域冷暖房システム

東京ドームホテル
地域冷暖房システム
中水道システム

地域冷暖房システム
中水道システム

「リアル再エネ電力」導入による脱炭素化の進化

東京ドームグループは、2050年度のカーボンニュートラル実現に向け、東京ドー

ムシティのエネルギー構造転換を加速しています。2026年4月より三井不動産

および東京電力エナジーパートナーと連携し、「オフサイトフィジカルコーポレー

トPPA」を開始しました。三井不動産が関東18カ所に新設した太陽光発電から、

環境価値がセットになった「リアル再エネ電力」を直接調達。2028年度までに東

京ドームシティ全体の年間電力量の約32％にあたる昼間電力をリアル再エネ化

し、年間約9,600トンのCO２排

出量削減を見込みます。これ

までの実質100％再エネ導入

（RE100対応）に加え、本施策

で街全体の脱炭素化を一段と

進化させ、サステナブルなエン

ターテインメント空間の提供を

目指します。

事業活動で発生する環境負荷の低減に向けて、さまざまな環境保全活動に取り組んでいます。環境に配慮したシステムの導入や専門組織の設置など、地球温暖化防止をはじめとする持続的な環境

保全を積極的に推進しています。

東京ドームグループは、お客様と「感動」を共有し、持続的に企業価値を創出す

るためには、広く社会と共生・共存し、地球規模での脱炭素社会の実現に向け

た積極的な取り組みが必須であると考えております。

当社グループでは、三井不動産グループが掲げる温室効果ガス排出量削減基準

を新たな目標として掲げ、今後も各種施策に取り組んでまいります。

三井不動産グループ全体の温室効果ガス排出量を

2030年度までに40%削減（2019年度比）�
2050年度までにネットゼロ

※SCOPE1+SCOPE2は2030年度までに46.2%削減（2019年度比）
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IoTスマートゴミ箱「SmaGO」導入

東京ドームシティ内に、地球環境に

配慮し開発されたIoTスマートゴミ

箱「SmaGO」を計118台導入しま

した。「SmaGO」はソーラーパネル

による太陽光発電・蓄電機能を備

えており、溜まったゴミを約1/5に

自動圧縮します。また、通信機能に

よりゴミの集積状況がPCやスマホ

から把握できるため効率的なゴミ

の回収作業が可能になります。

shop�in�制服製作におけるCO²削減への貢献（カーボンオフセット）

ショップイン・クレームエルージュでは2019年に制服をリニューアル。制服を製作するにあた

りカーボンオフセットに取り組み、1,650kg分のオフセットをいたしました。

リサイクルへの積極的な取り組み

東京ドームでは、環境への配慮として場内のゴミ

箱をリニューアルし、ゴミの分別回収促進・リサイ

クル向上に努めるとともに、飲食売店では、環境

に配慮した素材を使用した包材を使用して、環境

負荷低減への取り組みを推進しています。

また、東京ドームシティ全域に集められた使用済

みペットボトルを回収して新たなペットボトルに生

まれ変わらせる「ボトルｔｏボトル」水平リサイク

ルを本格始動したほか、回収したペットボトルキャップから再生品化したゴミ袋（CirculeX）を

東京ドームシティで使用することでCO²排出量の削減に寄与しています。そして新たに東京ドー

ムシティで回収された段ボールをドリンクカップのサービストレーに再生成する取り組みも開始

し、東京ドーム内の飲食売店で飲料を提供する際に使用されています。

さらに、2023年のインフォメーションユニフォームリニューアルでは、従来使用していたユニ

フォームを車の緩衝材や防水材等へリサイクル処理しました。新ユニフォームによるブランディ

ングの体現を通して、環境にも配慮した取り組みを実施しています。

松戸競輪場にソーラーパネルを設置

エネルギー利用の合理化および地球温暖化

対策の一環として、松戸公産（株）が運営す

る松戸競輪場（千葉県松戸市）に太陽光パネ

ルを設置しております。

事業活動で発生する環境負荷の低減に向けて、さまざまな環境保全活動に取り組んでいます。

地域の美化活動

東京ドームシティで働くスタッフが毎月、およ

そ1時間をかけて東京ドームシティ周辺の公

道を清掃しています。専用のオレンジ色のベ

ストを着用して清掃に参加するスタッフは社

内では「クリーンレンジャー」と呼ばれており、

今後も継続して地域環境の向上を目指して

まいります。
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文京区（東京都）と、災害時の相互協力に関する協定を締結
文京区と当社は、災害時における相互協力に関する協定を締結しています（2013
年締結、2019年一部見直し）。この協定は、災害時の帰宅困難者対策として、当社
が一時滞在施設の提供などを行うものです。災害時には、文京区の要請により東
京ドームシティの一部施設において、当日のイベントなどを考慮の上、帰宅困難者
を可能な限り受け入れます。

近距離モビリティサービス「WHILL」／�
全個室型ベビールーム「mamaro�spot」の導入

東京ドームシティでは、免許不要で操作できる近距離モビリティサービス「WHILL」を導入しています。シニア

世代や長距離の歩行に不安がある方など、あらゆる人が気軽に敷地内を移動できる環境を目指しています。

また、東京ドームでは、小さなお子様を連れたお客様も快適に施設を利用していただくために、全個室型ベ

ビ ー ル ー ム「mamaro 

spot」を設置しました。今

後もすべてのお客様が快

適に過ごせる環境・施設を

目 指して、東 京ドームシ

ティ全体でさまざまな取り

組みを行っていきます。

来場者と地域住民の安全確保

東京ドームシティは「東京都震災対策条例」に基づき、東京都から、大地震に伴

う大規模な市街地火災などに際し、住民が避難するための「緊急避難場所」に

指定されています。災害時には一時的に避難してきた人や行き場のない帰宅困

難者の安全確保が全従業員の最優先事項となっています。大規模地震等の災害

時には、災害対策本部が設置され、東京ドームシティ内にある7つの自衛消防隊

を指揮し、被害を最小限に抑えるために活動します。このため東京ドームシティ

では、年間2,000回以上の防災・安全訓練を行うとともに、総合防災訓練では、

従業員のほかに地元消防や警察も参加して防災への意識を高めています。

夜間特別開園「秋の夜長の小石川後楽園」

東京ドームに隣接し、国指定特別史跡・特別名勝を受ける数少ない文化施設「小石川後楽園」との共同で、

2024年1月の初開催を経て、2025年に3回目となる夜間特別ライトアップを開催しました。東京ドームシティ

のイルミネーションのノウハウを活用した制作協力により、地域の魅力を掘り起こし、国内外の新しい顧客層

の集客に成功するなど、相互の観光促進を図りました。

持続的に企業価値を向上させていくためには、地域の皆様とともに歩みを進め

ていくことが不可欠です。そこで、イベントの企画、防災、定期的な地域の美化活

動、文化事業の支援、産学連携、自社施設へのご招待など、地域住民の皆様に

密着した幅広い取り組みを実施しています。東京ドームシティのある文京区はも

とより、熱海や松戸など、当社グループが事業を営む地域の皆様との関係を大切

にしながら事業を営んでいきます。

地域の皆様との共存共栄による持続的な企業価値の向上を目指し、幅広い取り組みを行っています。
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東洋学園大学�現代経営学部��
「マーケティングとメディア研究ゼミ」産学連携プロジェクト

「大学生の来場促進につながるイベント、キャンペーン、プロモーションの提案」を目

標として東洋学園大学（文京区）とともに2023年より取り組みを開始。東京ドームシ

ティの来場促進施策を考案いただき、イベントを実施しました。ショートフィルムの上

映やサンタパレードなど学生ならではの新しいアイデアで東京ドームシティを盛り上

げていただきました。

企業訪問の受け入れ�

「東京ドーム」を中心に、遊園地事業やホテル事業など、日本国内でさまざまなジャンルのレジャー事業

を展開し続けている当社は、社会を構成する

一員として、全国の生徒の皆様の企業訪問

活動の受け入れにより、学校教育を支援して

います。中学生を中心に、多くの生徒の方々

に訪問いただき、レジャー産業ならびに当社

事業への関心と理解を深めていただいてい

ます。また、オンラインでの企業訪問も受け

付けております。

「お客様のニーズに応える難しさ
や現実的な問題などにぶつかり
ながらも企画を成功させる喜びが
自分たちの学びにつながった。」  

「自分たち主体で企画を進めさせ
て貰えた経験は、今後の就職活動
や社会に出た後も、必ず私たちの
強みになると思う。」

学生の声

「東京ドームシティ�アートプロジェクト」の実施

東京ドームシティとアートの可能性の探求をテーマに、2022年5月から5年間を活動期間とし、東京ドーム、

東京藝術大学、東京藝術大学芸術創造機構の3者が連携し、東京ドームシティという場所が持つ固有の魅

力の調査研究、さまざまなお客様がさまざまな形でアートの楽しさや素晴らしさに触れられる機会の創出、

若手アーティストの活動、活躍の場の創出を行います。2025年度は、東京のまちを舞台に2年に1度開催

する国際芸術祭「東京ビエンナーレ2025」に事業パートナーとして参画しており、セントラルパーク「パー

クリボンビジョン」で放映する村山悟郎氏の

映像作品のほか、複合施設「ミーツポート」と

東京ドームホテル間の水景エリアに2024年

から常設するHogalee（ホガリー）氏のウォー

ルアートの2作品を出展しました。これらの活

動により、アートを基盤としたこれまでにない

企業価値向上の仕組み構築を図り、アート文

化の発展や、アートを通じた社会課題の解

決、社会的豊かさの創出を目指します。
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東京ドームグループの歴史はお客様との「感動共有」の歴史です
1936 （株）後楽園スタヂアム創立

1937 （株）後楽園野球クラブ（球団名�イーグルス）設立
～1938年株式譲渡　※1943年解散

後楽園スタジアム（野球場）開場

1942 後楽園不動産（株）設立

1946 後楽園スタジアム3階に囲碁・将棋遊技場開場　
以降、多角経営に進出

1949 東京証券取引所に株式上場登録
大阪証券取引所に株式上場登録　～2009年上場廃止

後楽園競輪場開場　
～1973年都営競輪廃止後、後楽園競技場と名称変更し
夏期はプール、冬期はゴルフ練習場として営業　～1984年閉場

1955 後楽園ゆうえんち（現・東京ドームシティ�アトラクションズ）開場
野球以外のレジャー施設も球場の周りに
次々と誕生する中、「後楽園ゆうえんち」が開場しました。

1959 石打後楽園スキー場、
翌年10月石打後楽園カントリークラブ開場�
以降、リゾート事業に進出　～2007年事業譲渡

1962 後楽園ボウリング会館
（現・後楽園ホールビル）全館開場

1965 熱海後楽園（現・熱海後楽園ホテル）開業
「熱海後楽園」をはじめとするレジャー施設を、

日本各地で展開していきました。

1969 進商事（株）設立

1971 SHOP�IN�KORAKUEN（現・shop�in）1号店
「新宿店」開店　～1989年閉店

1973 黄色いビル開場

1977 黄色いビル別館開場

1980 （株）後楽園ファイナンス設立　～2006年株式譲渡

1981 （株）後楽園スポーツ（現・（株）東京ドームスポーツ）設立

1985 （株）後楽園総合サービス
（現・（株）東京ドームファシリティーズ）設立
（株）大阪後楽園ホテル設立　～2002年清算

1986 大阪後楽園ホテル開業�
以降、シティホテル事業に進出　～2001年閉業

1987 （株）札幌後楽園ホテル設立

1988 東京ドーム開場

1988 札幌後楽園ホテル
（東京ドームホテル�札幌に2011年名称変更）開業

～2017年営業終了

1990 （株）東京ドームに社名変更

2000 東京ドームシティに名称変更
東京ドームホテル開業

2003 LaQua開場

2004 松戸公産（株）を株式交換により完全子会社化

2008 MEETS�PORT開場

2011 ASOBono!開場

2017 Gallery�AaMo開場

2019 「ATAMI�BAY�RESORT�KORAKUEN」開場

2020 （株）東京ドームウィズ設立

2021 三井不動産（株）の連結子会社化に伴い上場廃止

2022 東京ドーム大規模リニューアル

2023～ 東京ドームシティ大規模リニューアル

東京ドームグループの歴史

日本初の全天候型多目的スタジアム「東京ドーム」が誕生。雨
天の心配がなくなったため、スポーツはもちろんのこと、さまざ
まなビッグイベントやコンサート会場としての利用が増えました。
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会社概要

商号 株式会社東京ドーム 

TOKYO DOME CORPORATION

本社 〒112-8575 東京都文京区後楽1-3-61

電話 03-3811-2111（代表）

設立 1936年12月25日

資本金 2,038百万円

グループ会社（15社）

会社名

株式会社東京ドームホテル

株式会社東京ドーム・リゾートオペレーションズ

松戸公産株式会社

株式会社東京ドームファシリティーズ

株式会社東京ドームスポーツ

進商事株式会社

後楽園事業株式会社

オリンピア興業株式会社

株式会社東京ドームマーチャンダイジング

株式会社アタミ・ロープウエイ

株式会社東京ドームITソリューションズ

株式会社東京ドームウィズ

公栄開発株式会社

輝建設株式会社

東京ケーブルネットワーク株式会社

ホームページのご案内

株式会社東京ドーム�コーポレートサイト
東京ドームグループの事業のご紹介やニュースリリース、
CSR情報などを掲載しています。
https://www.tokyo-dome.jp/

東京ドームシティ公式サイト
東京ドームシティの営業のご案内を掲載しています。
https://www.tokyo-dome.co.jp/

東京ドームシティ公式SNS
東京ドームシティでは、イベントなどの最新情報を
ソーシャルメディアアカウントよりお届けしています。
https://www.tokyo-dome.co.jp/socialmedia_accounts/

東京ドームシティアプリ
https://www.tokyo-dome.co.jp/app/

飯田橋飯田橋 御茶ノ水御茶ノ水 秋葉原秋葉原

上野上野

成田空港方面

京成線

羽田空港方面

三田線

京急線

南北線

半蔵門線

丸ノ内線

大江戸線
東西線

JR山手
線

JR中央・
総武線

永田町

四ツ谷四ツ谷

白金高輪

東京モノレール

日暮里

駒込巣鴨

池袋

高田馬場

新宿
代々木

渋谷

目黒
品川

浜松町

東京

大手町大手町

神保町神保町
水道橋水道橋

水道橋水道橋

春日春日
後楽園後楽園

東京ドームシティ

JR中央・総武線�JR中央・総武線�
水道橋駅アクセス水道橋駅アクセス※※

JR東京駅から約6分
JR新宿駅から約14分
羽田空港から約45分
成田空港から約50分

都営三田線�都営三田線�
水道橋駅アクセス水道橋駅アクセス※※

羽田空港から約45分
東京メトロ丸ノ内線・南北線�東京メトロ丸ノ内線・南北線�

後楽園駅アクセス後楽園駅アクセス※※

池袋駅から約7分
東京駅から約9分

※各所要時間には乗り換え時間は含みません。

東京ドームシティ　アクセス
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トップメッセージ

世界一のエンターテインメントカンパニーを目指して
東京ドームグループは、1936年に「プロ野球専用のスタジアムをつくる」という夢を抱いて創業し、翌年「後楽

園スタジアム」を開場しました。以後、私たちは東京・水道橋地区を皮切りに、多くのレジャー・エンターテイン

メントを創出してまいりました。

天候に左右されず快適に野球やコンサートを楽しむ。イベントの後も余韻に浸りながら仲間と語り合う。都心

で気軽にアトラクションやスポーツにトライする。温泉やサウナでリフレッシュする。ホテルでゆっくり食事を楽

しむ。これら多種多様な施設やサービスを追求し、お客様に心から楽しんでいただくことを私たちの使命として

おります。

さらに2021年、東京ドームグループは、三井不動産グループの一員として新たな一歩を踏み出しました。三井

不動産株式会社、株式会社読売新聞グループ本社、当社の3社が力を合わせ、それぞれの強みを発揮すること

で、日本中で魅力ある街・施設・空間づくりに挑戦していきます。

“私たちは　人と ひと とのふれあいを通して　お客様と｢感動」を共有し 豊かな社会の実現に貢献します”

この経営理念のもと、お客様の感動のために、さまざまなチャレンジを行う一方、安全の確保を何よりも優先し

て考え行動することを心に刻み、安全理念の徹底への取り組みを継続して行っています。

そして、「世界一のエンターテインメントカンパニーを目指して、笑顔と感動を日本中、世界中に届けたい」とい

う志とともに、私たちは、この先もスポーツ･エンターテインメントを中心とした空間・時間創出の多彩な可能

性を追求し、新たな夢を追い続けてまいります。




